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当検討書は、下記の条件のもとで検討するものである。

・ 当検討書は、基本風速設置地域周辺におけるゲートの転倒に関する一般的な検討書である。

・ 地盤は、地域・地層により変わるものである為、参考検討に留める。

参考検討数値　 N値 5

・ 仮設工業会「改訂 風荷重に対する足場の安全技術指針」を準拠する。

・ 風荷重の計算にあたり、柱の検討については、安全を考慮し許容応力の割増しを行わず検討する。

・ 梁材の検討については、現状の仕様にて過去暴風時に破損した事例が無い事から、検討を省略する。

・ 台風や強風が予想されるときは、ゲートを開ける等の養生を行うことを条件とする。

＜参考＞

　仮設工業会「改訂 風荷重に対する足場の安全技術指針｣第４章　施工上の注意

　2.6　台風及び強風が予想されるときは次の対策を講じる。

　　（１）シート等の取り出し、または巻き上げる等。

　　（強風とは、労働安全衛生規則の示す10分間の平均風速が毎秒10ｍ以上の風をいう。）
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3．荷重条件

１）固定荷重

ゲート自重（片側支柱支持分）

梁材 0.5 Ｘ 9 ｍ Ｘ 25 kgf/m ＝ 113 kgf

パネル 5 枚 Ｘ 19 ｋｇｆ ＝ 95 kgf

走行棒 5.5 本 Ｘ 4.5 ｍ Ｘ 5 kgf/m ＝ 124 kgf

合計 Ng ＝ 331 kgf     → 3246 N

柱材 φ48.6　×２本 Ｎｃ ＝ 5.46 kgf/m → 53.5 N/m

　　　２）風荷重 仮設工業会「改訂 風荷重に対する足場の安全技術指針｣より

V0（基準風速） ＝ 表2.1より選定

ただし、表に示す地域以外の場合、14m/ｓとする

Ke（台風時割増係数） ＝ 表2.2より選定

ただし、表に示す地域以外の場合、1.0とする

Ｓ(地上Ｚにおける瞬間風速分布係数） ＝ 表2.3より選定

（地域区分Ⅳ：一般市街地）

EB(近接高層建築物による風速の割増係数) ＝ 図2.4より選定

※近隣に50ｍ以上の高層建築物がないと仮定。 ただし、近接して高さ50m以上の高層建築物がな

い場合、高層建築物から50m以上離れている

場合は1.0とする

地上Ｚにおける設計風速　Ｖｚ（m/ｓ） (2.3)式より

Ｖｚ1＝Ｖｏ・Ｋｅ・Ｓ・ＥB ＝ ｍ/ｓ

設計用速度圧　ｑｚ（N/m

2

）

(2.2)式より

　ｑｚ ＝ 5/8・Vz・Vz ＝ N/㎡

1.19

1.00

東京23区

286.8

1.00

18.00

21.42



表2.1
基準風速

基準風速基準風速

基準風速



図2.4

図2.4

図2.4図2.4



　　３）風力係数の検討 社）仮設工業会「改訂風荷重に対する足場の安全技術指針｣より

H= ｍ

B= ｍ より

γ＝

（枠足場でなく、１構面のみの構成）

φ（1）＝

（エンボスパネル/エコパネル及び梁・柱の場合）

φ（2）＝

（パンチングパネルの場合）

Co（１）＝

（図2.6　にて充実率1.0として）

Co（2）＝

（図2.6　にて充実率0.6として）

ゲートは地上から立ち上がっている為

2H/B＝ 1.0

R＝ 0.6 図2.6より

F＝ 1.0 図2.7および表2.4より　

エンボスパネル/エコパネルの場合

C＝ （0.11+0.09γ+0.945・Co（１）・R)・F ＝ 1.24 → 1.3 として検討する。

（パンチングパネルの場合）

C＝ （0.11+0.09γ+0.945・Co（２）・R)・F ＝ 0.89 → 0.9 として検討する。

1.38

0.0

1.0

0.6

2.00

4.50

9.00



４．許容応力度 仮設工業会「改訂 風荷重に対する足場の安全技術指針｣より

　引張ｆｔ・圧縮ｆｃ・曲げｆｂ 163

N/mm

２

　せん断ｆｓ 93

N/mm

２

　引張ｆｔ・圧縮ｆｃ・曲げｆｂ 157

N/mm

２

　せん断ｆｓ 89

N/mm

２

　引張ｆｔ・圧縮ｆｃ・曲げｆｂ 237

N/mm

２

　せん断ｆｓ 135

N/mm

２

STK500

STKR400

SS400



５．柱の応力算定

Ｑｗ０1 1）上部１ｍについて

メッシュパネル仕様

Ｌ

１

板状構造物の風力係数 C= 0.9 、ｹﾞｰﾄﾊﾟﾈﾙ幅 0.9 ｍ/枚より

1.5

P

1１

= qｚ・Ｃ・Ａ

Ｌ

Ｌ

２

＝ × 0.9 × 0.9 ＝ N/m

4.5 1.0 左図より、梁材反力は、

Qw0１ ＝

P

１１

・L

２

・（L

２

/2+Ｌ

３

)/L

Ｌ

３

＝ × 1.0 ×　（ 1.0 /２ + 2.0 ) 　 / 4.5

2.0 ＝ N

全水平力 Hw0１ ＝

P

1１

・L

２

＝ 232 N

Ｑｗ０２ 2）中央部１ｍについて

エンボスパネル/エコパネル仕様

Ｌ

１

板状構造物の風力係数 C= 1.3 、ｹﾞｰﾄﾊﾟﾈﾙ幅 0.9 ｍ/枚より

2.5

P

1２

= qｚ・Ｃ・Ａ

＝ × 1.3 × 0.9 ＝ N/m

Ｌ 左図より、梁材反力は、

4.5

Ｌ

２

Qw02 ＝

P

12

・L

２

・（L

２

/2+Ｌ

３

)/L

1.0 ＝ × 1.0 ×　（ 1.0 /２ + 1.0 ) 　 / 4.5

Ｌ

３

＝ N

1.0 全水平力 Hw02 ＝

P

12

・L

２

＝ 336 N

Ｑｗ０3 3）下部１ｍについて

エンボスパネル/エコパネル仕様

板状構造物の風力係数 C= 1.3 、ｹﾞｰﾄﾊﾟﾈﾙ幅 0.9 ｍ/枚より

Ｌ

Ｌ

１

P

１３

= qｚ・Ｃ・Ａ

4.5 1.5 ＝ × 1.3 × 0.9 ＝ N/m

左図より、梁材反力は、

Qw03 ＝

P

13

・L

２

２

/（2×L）

＝ × 1.0

2　　

/

9

Ｌ

２

＝ N

1.0 全水平力 Hw03 ＝

P

1３

・L

２

＝ 336 N

ゆえに、求めるｹﾞｰﾄﾊﾟﾈﾙ１枚毎に作用する風荷重は、

Qw0 ＝ Qw0１ + Qw02 + Qw03 ＝ N

この荷重が走行棒を介して梁材に伝達される。

ゲート片側支柱は 5 枚分のパネル荷重及び梁部風荷重を支持する。

梁部風荷重を受ける受圧面積

At＝ （梁スパン/２）×（梁成）＋(柱高さ）×（柱成）

＝ （ 9 / 2 ）× 0.1+（ 4.5 × 0.048） ＝ 0.67

ｍ

２

よって、支柱先端に作用する総荷重は、

Qw ＝ 5 × Qw0 + 0.666 × qz × C

＝ 5 × + 0.67 × × 1.3

＝ N

全水平力 Hw ＝ （Hw01+Hw02+Hw03）× 5 枚 + 0.67 × 286.8 × 1.3

= N

232.3

286.8

1639

335.5

335.5

335.5

286.8

286.8

286.8

4765

278.2

278.2

232.28

37.3

129.0

111.8

335.5

P

11

P

12

P

13



Ng

Qw 　A 柱にかかる荷重

Ｌ

５

支柱 控え柱はB点で柱を支持するとすると、柱のBMDは左図の様になる。

0.7

　B Rw 控え柱 Ｒｗ ＝ Ｑｗ　×　（　２×Ｌ４　＋　３×Ｌ５）　／（　２×　Ｌ４）

＝ N

Ｌ Ｍ１ Ｍ１ ＝ Ｑｗ　×　Ｌ５

4.5 ＝ N・ｍ

M2 ＝ －（１／２）　×　Ｑｗ × L5

Ｌ

４

　　Nw ＝ N・ｍ

3.8 Ｎｗ ＝ Ｒｗ／ｃｏｓθ

＝

Ｒｗ×　（√（Ｌ４

２

＋Ｌ３

２

）／Ｌ３）

＝ N

Ｍ２ θ θ ＝

cos

-1 

( L3 / (L3

2

+L4

2

)

1/2 

)

＝ 56.7 °

C 　　D

解析モデル図

Ｌ

３

2.5

　３）部材の検定

単管：φ48.6×2.4　　STK500　

断面積 Ａ ＝

ｃm

2

断面2次モーメント Ｉ ＝

ｃm

4

断面2次半径 ｉ ＝ ｃm

断面係数 Ｚ ＝

ｃm

３

基準強度 F ＝

N/mm

2

ヤング係数 E ＝ 2.05

×10

5　　

N/mm

2

　許容引張応力度 ｆｔ ＝

Ｎ/mm

2

＝

Ｎ/ｃm

2

　許容曲げ応力度 ｆｂ ＝

Ｎ/mm

2

＝

Ｎ/ｃm

2

　許容せん断応力度 ｆｓ ＝

Ｎ/mm

2

＝

Ｎ/ｃm

2

許容圧縮応力度 ｆｃ ＝

Ｎ/mm

2

＝

Ｎ/ｃm

2

237

3.48

1.64

355

9.32

237

2092

23700

13500

23700237

1147

-574

3,806

23700

3.83

135



　　ⅰ）　Ａ・Ｂ材（単管φ48.6×2.4　　STK500　2本使い）

　許容圧縮応力度fc

片持ち柱として検討する。

支点間の長さ ℓ ＝ L５　×　2 ＝ 70 × 2 ＝ ｃｍ

細長比 λ ＝ ℓ / ｉ ＝ 140 / 1.64 ＝

限界細長比 Λ ＝

＝（ π

2

　×

2.05

×10

5

/ 0.6 × 355

）

1/2

＝ 97.5

λ/Λ ＝

∴ fc ＝

(1-0.4（λ/Λ）

２

)/（1.5+0.57(λ/Λ）

２

）・F

（ λ＝ ≦ Λ　より　）

＝

Ｎ/mm

2

＜

Ｎ/mm

2

∴許容圧縮応力度　fc ＝

N/mm

2

( ｆｃ = 12701 N/ｃｍ2)

　曲げ応力

Ｍ＝Ｍ１＝ N・ｍ （４．部材強度の検定より）

σｂ＝ M / （2・Z）＝ × 100 　/（　 2本 × 3.83 ） ＝

Ｎ／ｃｍ

２

∴σｂ／ｆｂ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　せん断応力

Q＝RW＝ N （４．部材強度の検定より）

τ＝ Q / （2・A）＝ / 　（　 2本 × 3.48 ） ＝

Ｎ／ｃｍ

２

∴τ／ｆｓ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　圧縮力

3．荷重条件　１）固定荷重より Ｎｇ＝ N

Nc＝ N/ｍ

Ｎ＝Ｎｇ＋Ｎｃ・Ｌ5＝ 3246 + × 0.7 ＝ N

σｃ　＝ N / （2・A）＝ /  　（　 2本 × 3.48 ） ＝ N／ｃ㎡

∴σｃ／ｆｃ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　合成応力

σｂ／ｆｂ＋σｃ／ｆｃ ＝ 14978/ 23700/ 1 　+ 472/ 12701/ 1 

+ ＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

√((σc+σb)

2

+3・τ

2

)/ft

＝　（

２　　

+

3 × 301

2　

）

1/2

/ ( ×1)

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

0.67

ℓ / ｉ

0.02

3246

1147

2092

127

0.63 0.04

471.8

301

14978

301

14978

140

0.65

471.8 12,701

0.04

3284

0.63

85.4

237

0.88

3284

53.5

53.5

1147

2092

127

23700

13500

(14978+472) 23700

F0.6E

2

・

・・

・・

・・

・π

ππ

π



　ⅱ）　Ｂ・Ｃ材（単管φ48.6×2.4　　STK500　2本使い）

　許容圧縮応力度fc

一端ピン他端固定柱として検討する。

支点間の長さ ℓ ＝ L４×　0.7 ＝ 380 × 0.7 ＝ ｃｍ

細長比 λ ＝ ℓ / ｉ ＝ 266 / 1.64 ＝

限界細長比 Λ ＝

＝（ π

2

　×

2.05

×10

5

/ 0.6 × 355

）

1/2

＝ 97.5

λ/Λ ＝

∴ fc ＝

0.29・F/（λ/Λ)

２

（ λ＝ ＞ Λ　より　）

＝ 0.29 × 355 × 100 　/　（ 1.66 × 1.66 ）

＝ 37

Ｎ/mm

2

＜

Ｎ/mm

2

∴許容圧縮応力度　fc ＝

N/mm

2

( ｆｃ = 3717 N/ｃｍ2)

　曲げ応力

Ｍ＝Ｍ１＝ N・ｍ （４．部材強度の検定より）

σｂ＝ M / （2・Z）＝ × 100 　/（　 2本 × ） ＝

Ｎ／ｃｍ

２

∴σｂ／ｆｂ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　せん断応力

Q＝RW＝ N （４．部材強度の検定より）

τ＝ Q / （2・A）＝ /　 　（　 2本 × ） 　＝

Ｎ／ｃｍ

２

∴τ／ｆｓ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　圧縮力 -Ｑｗ時で検討する。

3．荷重条件　１）固定荷重より Ｎｇ＝ N

Nc＝ N/ｍ

Nｗ＝ N

∴ Ｎ＝Ｎｇ＋Ｎｃ・Ｌ+Nw･ｓｉｎθ＝ + 53.5 × 4.5 + 3806 × sin

＝ N

σｃ＝ N / （2・A）＝ /  ( 2本 × 3.48 )  ＝ N／ｃ㎡

∴σｃ／ｆｃ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　合成応力

σｂ／ｆｂ＋σｃ／ｆｃ ＝ 14978/ 23700/ 1 　+ 958/ 3717/ 1 

+ ＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

√((σc+σb)

2

+3・τ

2

)/ft

＝　（

２　　

+

3 × 301

2　

）

1/2

/ ( ×1)

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

162.2

0.26

237

23700

0.63

6667

56.7 °3246

0.67

2092

957.9

0.26

53.5

0.89

14978

0.02

3,717

301

3806

3.48

957.9

0.63

13500

3246

6667

1.66

1147

14978

3.83

37

266

1147

301

2092

(14978+958)

23700

ℓ / ｉ

F0.6E

2

・

・・

・・

・・

・π

ππ

π



　ⅲ）　Ｂ・Ｄ材　（単管φ48.6×2.4　STK500　2本使い）

　許容圧縮応力度fc ３章　４）許容応力度　表３．２より

両端ピン梁として検討する。

支点間の長さ ℓ ＝ ＝ （ 2.5

2

+ 3.8

2

　）

1/2

＝ 455 ｃｍ

細長比 λ ＝ ℓ / ｉ ＝ 455 / 1.64 ＝ 277

限界細長比 Λ ＝

＝（ π

2

　×

2.05

×10

5

/ 0.6 × 355

）

1/2

＝ 97.5

λ/Λ ＝

∴ fc ＝

0.29・F/（λ/Λ)

２

（ λ＝ ＞ Λ　より　）

＝ 0.29 × 355 × 100 　/　（ 2.85 × 2.85 ）

＝ 13

Ｎ/mm

2

＜

Ｎ/mm

2

∴許容圧縮応力度　fc ＝

N/mm

2

( ｆｃ = 1271 N/ｃｍ2)

　圧縮力 -Ｑｗ時で検討する。

４．部材強度の検定より

Ｎ＝Nw＝ N

σｃ　＝　Ｎ／(2×Ａ) ＝ /  ( 2 × 3.48 )  ＝ N／ｃ㎡

∴σｃ／ｆｃ＝ /　（ × 1.0 ）

＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

　単管クランプの許容耐力

自在型クランプ Fk＝ 3.43 ｋN ＝ N

＝ N

/　（ × 1.0 ）

（単管2本使いのため） ＝ ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

N/Fk　　＝

N 　＝　 Nw / 2

237

546.9

1903

0.55

1903

3430

0.43

3430

ℓ / ｉ

1,271

13

546.9

3806

3806

2.85

F0.6E

2

・

・・

・・

・・

・π

ππ

π

2

L4L3 +２

２２

２



５　打込単管の検討

日本建築学会　「建築基礎構造設計指針」2009年、平成13年国土交通省告示第1113号

及び　日本建築学会　「山留め設計指針」　を準拠する。

１）　条件

単管打込み長さ 点C (柱側） ｈ01 ＝ ｍ

点D (控え柱側） ｈ02 ＝ ｍ

N値 N ＝ （粘性土）

単管直径 φ48.6×2.4 D ＝ mm

＝ ｍ

2）　単管の軸力 柱側

a） 点C　(柱側）

単管捨てパイプ2本打ち込み方式で検討する。

N１ ＝ Ng　+　Nc × L ＝ 3246 + 53.5×4.5 ＝ N CNt CNｃ

また、柱脚に曲げモーメントが存在することから、

N2 ＝ ＝ N

N3c = = N ｈ01=

N3t = = N (引抜き力） 1.80 m M2

ゆえに、一本あたりの軸力は、 L10＝ 333 ｍｍ

CNｃ ＝ ＝ N 単管支柱間隔

CNｔ ＝ ＝ N (引抜き力）

b） 点D　(控え柱側） 控え柱側

４章　３）部材の検定　ⅲ）　Ｂ・D材検定用軸力における値を採用する。 Nw

ゆえに、

DNｃ ＝ ＝ N

DNｔ ＝ ＝ N (引抜き力） θ

（単管2本使いのため）

ｈ02=

1.80 m DNｃ DNt

N1 / 2 －N2 + N3t

M2/L10

-1569

1590

-1590

+ Nw・sinθ/2

- Nw・sinθ/2

N1 / 2 ＋ N2 + N3c 5056

1723

- Nw・sinθ/2

5

48.6

0.0486

1.80

1.80

1590

3487

-1590

+ Nw・sinθ/2



３）地盤の許容支持力の検定

安全率を2とする

＝ 1/2 ×　｛ 300 × 5 × ＋

（ 10/3 × 0 × ＋ 1/2 × 62.5 × 1.8 ）　× 0.15 ｝

＝ 1/2 ×　｛ ＋　（ ＋ ）　× ｝

＝ ｋN ＝ N

2）　単管の軸力　より　検討する軸力は

Nc ＝ MAX（CNｃ,DNｃ)＝ N （　＝ CNｃ ） より

＝ / = ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

Ra 杭の許容支持力（ｋN)

α 杭先端の支持力係数 α ＝

N 杭先端付近の地盤の平均N値 ＝

A

p

杭の先端の有効断面積（㎡） ＝

ｍ

2

＝

D

2

・π/４

Nｓ 杭周辺の地盤のうち砂質地盤の平均N値 ＝

Ls 砂質土部分に接する長さの合計（ｍ） ＝ ｍ ＝ min（ｈ01、ｈ02）

qu

杭周辺の地盤のうち粘性土盤の一軸圧縮強度（ｋN/ｍ

2

）

＝

ｋN/ｍ

2

Lc 粘性土に接する長さの合計（ｍ） ＝ ｍ ＝ min（ｈ01、ｈ02）

ψ 基礎杭の周囲の長さ（ｍ） ＝ ｍ ＝ D・π

４）地盤の引抜き抵抗力の算定

＝ 1/2 ×　｛ 4/5 ×　（ 10/3 × 0 × 0.00 ）　

＋ 1/2 × 62.5 × 1.80 ）　× 0.15 ｝

＝ 1/2 ×　｛ 4/5 ×　（ ＋ ）　× ｝

＝ ｋN ＝ N

2）　単管の軸力　より　検討する軸力は

Nt ＝ N （　＝ DNｔ ） より

＝ / = ＜ 1.0 OK

OKOK

OK

安全率を2とする。

ｔRa 杭の引抜き方向の許容支持力（ｋN)

Nｓ 杭周辺の地盤のうち砂質地盤の平均N値 ＝

Ls 砂質土部分に接する長さの合計（ｍ） ＝ ｍ ＝ min（ｈ01、ｈ02）

qu

杭周辺の地盤のうち粘性土盤の一軸圧縮強度（ｋN/ｍ

2

）

＝

ｋN/ｍ

2

Lc 粘性土に接する長さの合計（ｍ） ＝ ｍ ＝ min（ｈ01、ｈ02）

ψ 杭の周囲の長さ（ｍ） ＝ ｍ ＝ D・π

Nc / uRa 1590 3435

0

0.00

5.69

2.78

5056

5685

0

1590

3.44

0.89

0.46

0.15

Nc / Ra 5056

0.0019

0

5685

0.00

5

300

1.80

uRa ＝

3435

0.00

62.5

Ra ＝

0.0018551

56.25

1.80

62.5

0.00

0.15

56.25

0.15

0.15


